
つばさ共保 5年目の夏、そして園長 3年目の夏 

仲嶺 真弓 

 開園して 5年目の今年の夏はこれまでにない猛暑となりました。事務室の電気機器のサーバーも暑さのため、

ほぼ毎日安全装置が働き電源が落ちていました。保育室の空調機も冷えが悪くなり、メーカーにみてもらった

結果、故障ではないけれど、今までにない猛暑のため、いつもの設定温度では追い付かず、空調機内の設定温

度を下げてもらうことでいつもの冷えを保てました。未だかつてない猛暑の夏でした。 

 

8月最後の週末は、24時間テレビで 100.5㎞マラソンにチャレンジしているチャリティーランナーの林家た

い平さんを見ていました。笑点の長年のファンということだけで注目していた私なのですが、番組の中ではた

い平さんのこれまでの人生を紹介するコーナーがあり、“笑点“という長寿番組を背負って立つ 51歳のたい平

さんの人生話にいつの間にか聞き入っている自分がいました。大先輩からもらったチャンスと温かい言葉を糧

にがむしゃらに突き進んでこられたこれまでの話に胸が熱くなりました。大先輩からバトンを引き継ぎ、これ

からを作っていくために精進していきますとガッチリ歌丸さんと固い握手を交わすシーンが、3 年前に園長を

引き継ぐと決めたときの自分の姿と重なりました。テレビの向こうのたい平さんの姿を通して、初心にかえり、

「自分が決めた人生！！しっかりしろよ！！」と自分自身にはっぱをかけたこの夏の終わりでした。 

 巻頭後半は、私が園長のバトンを引き継いだ大先輩、そしてアトム共同福祉会理事長の市原悟子の記事が 8

月 15日の読売新聞に掲載されたので紹介したいと思います。 
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